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(57)【要約】
【課題】加熱調理器と端末機の両報知手段に運転情報を
報知する場合に、使用者に煩わしさや不便さを与えるこ
とがない利便性の良い加熱調理システムを提供する。
【解決手段】被調理物を加熱する加熱部２とこの加熱部
の運転情報を報知する第１報知手段６ａ，６ｂとを有す
る加熱調理器（ガスコンロ）Ｇｓと、加熱部の運転情報
を報知する第２報知手段Ｐｄ，Ｐｓを有する端末機Ｐｔ
とを備える。加熱調理器と端末機とが通信回線Ｃｌを介
して通信自在に接続可能であり、加熱調理器と端末機と
の接続状態で加熱調理器からの運転情報が端末機に送信
されて第２報知手段により運転情報が報知され、第１報
知手段と第２報知手段との各々で運転情報を報知すると
きの報知態様が複数種の中から選択できる。所定の報知
態様を選択した端末機を加熱調理器に接続すると、その
端末機で選択された報知態様で第１報知手段により運転
情報が報知されるように構成する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被調理物を加熱する加熱部とこの加熱部の運転情報を報知する第１報知手段とを有する
加熱調理器と、加熱部の運転情報を報知する第２報知手段を有する端末機とを備え、加熱
調理器と端末機とが通信回線を介して通信自在に接続可能であり、加熱調理器と端末機と
の接続状態で加熱調理器からの運転情報が端末機に送信されて第２報知手段により運転情
報が報知される加熱調理システムであって、
　第１報知手段と第２報知手段との各々で運転情報を報知するときの報知態様が複数種の
中から選択できるものにおいて、
　所定の報知態様を選択した端末機を加熱調理器に接続すると、その端末機で選択された
報知態様で第１報知手段により運転情報が報知されるように構成したことを特徴とする加
熱調理システム。
【請求項２】
　前記所定の報知態様を選択した端末機の前記加熱調理器への接続が遮断されると、この
端末機の接続前に、加熱調理器で選択されていた報知態様に自動復帰させ、第１報知手段
により運転情報が報知されるように構成したことを特徴とする請求項１記載の加熱調理シ
ステム。
【請求項３】
　前記加熱調理器と前記端末機との接続状態で、第１報知手段と第２報知手段との中から
運転情報を報知できるものが端末機で選択できるように構成したことを特徴とする請求項
１または請求項２記載の加熱調理システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ガスコンロ、電磁調理器、ガス炊飯器または電子レンジ等の加熱調理器と、
通信回線を介して加熱調理器の制御コントローラと通信自在に接続可能なタブレット、ス
マートフォン等の（携帯）端末機とで構成される加熱調理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の加熱調理システムは例えば特許文献１で知られている。このものでは、
加熱調理器の操作方法や加熱調理器の加熱部を制御して加熱調理するときの調理状況等（
以下、これらを単に「運転情報」という）をその天板に設けられた報知手段としてのディ
スプレイに表示することで使用者に対して運転情報を報知でき、これに併せて、当該運転
情報を端末機に送信して、端末機が内蔵するディスプレイやスピーカー等の報知手段から
使用者に対して運転情報を報知できるようにしている。
【０００３】
　また、従来の加熱調理器の中には、運転情報を音声で報知するスピーカー等の報知手段
を設けたものが知られている（例えば、特許文献２参照）。このものでは、使用者に運転
情報を報知する際、使用者にとって好ましい態様で運転情報が報知できるように、運転情
報の報知態様が複数種の中から選択（例えば、通常の音声案内と、前記通常の音声案内よ
りも短い簡略の音声案内とを選択）できるようにしている。上記加熱調理システムにおい
ても、例えば使用者の利便性向上のため、加熱調理器と端末機の両報知手段で運転情報を
報知するときに、加熱調理器と端末機の各々に報知態様が複数種の中から選択できるよう
にすることが考えられる。
【０００４】
　然しながら、設定された報知態様が加熱調理器と端末機とで相違することにより、加熱
調理器と端末機の両報知手段で異なる報知態様の運転情報が夫々報知されたのでは、調理
時に使用者が混乱する虞がある。この場合、使用者に、その都度、端末機で設定した報知
態様にあわせて加熱調理器の報知態様を設定変更させるのでは、使用者に対して煩わしさ
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や不便さを与えてしまい、却って、利便性が損なわれるという問題を招く。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１４－１６３５３８号公報
【特許文献２】特開２００８－２３２５０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、以上の点に鑑み、加熱調理器と端末機の両報知手段に運転情報を報知する場
合でも、使用者に煩わしさや不便さを与えることがない利便性の良い加熱調理システムを
提供することをその課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明は、被調理物を加熱する加熱部とこの加熱部の運転
情報を報知する第１報知手段とを有する加熱調理器と、加熱部の運転情報を報知する第２
報知手段を有する端末機とを備え、加熱調理器と端末機とが通信回線を介して通信自在に
接続可能であり、加熱調理器と端末機との接続状態で加熱調理器からの運転情報が端末機
に送信されて第２報知手段により運転情報が報知される加熱調理システムであって、第１
報知手段と第２報知手段との各々で運転情報を報知するときの報知態様が複数種の中から
選択できるものにおいて、所定の報知態様を選択した端末機を加熱調理器に接続すると、
その端末機で選択された報知態様で第１報知手段により運転情報が報知されるように構成
したことを特徴とする。
【０００８】
　本発明によれば、設定された報知態様が加熱調理器と端末機とで相違する場合でも、加
熱調理器と端末機とが通信回線を介して接続された後は、端末機で設定した報知態様を基
準に、加熱調理器の報知態様が設定変更され、両報知手段で同一の報知態様の運転情報が
夫々報知される。このため、使用者が混乱するといった問題は生じない。しかも、同一の
報知態様で運転情報を報知させるために、例えば、使用者が加熱調理器の報知態様を設定
変更するといった操作は不要である。結果として、使用者に対して煩わしさや不便さを与
えることがなく、使用者の利便性を向上させることができる。
【０００９】
　ところで、加熱調理器の使用者（例えば、子供や高齢者）によっては、端末機に依らず
、直接加熱調理器を操作して調理を行うことがある。この場合、前の使用者が、通信回線
を介して端末機を加熱調理器に接続することにより、加熱調理器の報知態様が前の使用者
の端末機のものに設定変更されたままであると、直接加熱調理器を操作する次の使用者に
とっては、好ましい報知態様になっていると言えない場合がある。この場合、次の使用者
に、加熱調理器の報知態様を元に戻す設定変更をさせるのでは、煩わしさや不便さを与え
てしまう虞がある。そこで、本発明においては、前記所定の報知態様を選択した端末機の
前記加熱調理器への接続が遮断されると、この端末機の接続前に、加熱調理器で選択され
ていた報知態様に自動復帰させ、第１報知手段により運転情報が報知されるように構成す
ることが好ましい。これによれば、次の使用者が加熱調理器の報知態様を元に戻す設定変
更を不要にでき、煩わしさや不便さを与えることはない。
【００１０】
　なお、本発明においては、前記加熱調理器と前記端末機との接続状態で、第１報知手段
と第２報知手段との中から運転情報を報知できるものが端末機で選択できるように構成す
ることが好ましい。これによれば、加熱調理器から離れた場所で運転情報を報知させたり
、または、加熱調理器に近い場所で運転情報を報知させるときに、加熱調理器と前記端末
機との両報知手段から運転情報が報知されることの煩わしさを回避でき、有利である。
【図面の簡単な説明】
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【００１１】
【図１】本発明の実施形態の加熱調理システムの構成を示す図。
【図２】図１に示す加熱調理器（ガスコンロ）の操作パネルを拡大して示す部分斜視図。
【図３】加熱調理システムの制御を説明するフロー図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して、加熱調理器をガスコンロ、被調理物を加熱する加熱部をガスコ
ンロに設けたコンロバーナ及びグリルバーナとした場合を例に本発明の加熱調理システム
の実施形態を説明する。
【００１３】
　図１及び図２を参照して、ＣＳは、本発明の実施形態の加熱調理システムであり、加熱
調理システムＣＳはガスコンロＧｓと（携帯）端末機Ｐｔとで構成される。ガスコンロＧ
ｓは、システムキッチンのカウンタトップＣｔに開設した開口に落とし込むようにして設
置されるビルトイン式のものであり、カウンタトップＣｔに載置される天板１上に突出す
る３個のコンロバーナ２ａ，２ｂ，２ｃと、コンロ本体に内蔵した図示省略のグリルバー
ナを有するグリル３とを備える。また、天板１上には、各コンロバーナ２ａ，２ｂ，２ｃ
を夫々囲うようにして五徳２１が載置され、五徳２１に夫々載せられる、被調理物を煮炊
きする調理容器（図示せず）の底面に当接する鍋底センサ２２が各コンロバーナ２ａ，２
ｂ，２ｃに備えられている。グリル３のグリル庫には、特に図示して説明しないが、その
庫内温度を測定する温度センサが設けられている。なお、コンロバーナ２ａ，２ｂ，２ｃ
及びグリルバーナの構造や、燃料ガスの供給制御等は公知であって基本的に共通するため
、以下においてはこれらを加熱部２と称して説明する。
【００１４】
　コンロ本体内には、加熱部２の燃焼量の調整や後述の報知手段での報知等のガスコンロ
Ｇｓの作動を統括制御する、マイクロコンピュータで構成される制御コントローラＳｃが
組み込まれている。また、グリル３の前面扉３ａの両側に夫々位置させて設けたコンロ本
体の前面パネル４ａには、電源スイッチ５１と、加熱部２の点火操作及び消火操作するた
めの点消火ボタン５２とが設けられている。前面パネル４ａの下側にはコンロ本体の前方
に出没自在な操作パネル４ｂが設けられている。図２に示すように、操作パネル４ｂには
、「湯沸かし」、「麺茹」、「焼き調理」、「炒め調理」や「炊飯」など各種の調理機能
に応じて調理指令をするための複数の調理ボタン５３が設けられている。常時は、操作パ
ネル４ｂがコンロ本体内に収納され、使用者が操作パネル４ｂの前面を押すと、操作パネ
ル４ｂが前方に傾動し、各調理ボタン５３を露出してこれを操作できるようにしている。
そして、いずれかの調理ボタン５３を選択すると、制御コントローラＳｃのメモリーに記
憶されているプログラムに応じて、加熱部２の作動が制御される。
【００１５】
　天板１には、タッチパネルディスプレイ等で構成される表示手段６ａが設けられ、また
、コンロ本体内には、前面パネル４ａに設けた開口部４１から音声を出力するためのスピ
ーカー等で構成される音声出力手段６ｂが組み込まれている。そして、制御コントローラ
Ｓｃからの指令に応じてガスコンロＧｓの操作方法やガスコンロＧｓの加熱部２を制御し
て加熱調理するときの調理状況等の運転情報を使用者に報知するようにしている。本実施
形態では、表示手段６ａと音声出力手段６ｂとが第１の報知手段を構成する。
【００１６】
　運転情報としては、調理前、調理中及び調理終了の各段階に応じて報知することができ
る。調理前としては、例えば、選択された調理内容の確認案内、選択した調理の開始に当
たり点消火ボタン５２を押す等の操作案内や、選択された調理（レシピ）に対応する下ご
しらえの方法が報知される。また、調理中としては、例えば、既に行われた調理内容、調
理終了までの残り時間や、調理中に発生した異常内容が報知される。調理終了としては、
例えば、調理終了や、ガスコンロＧｓの電源をオフする操作案内が報知される。
【００１７】
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　また、使用者は、表示手段６ａと音声出力手段６ｂとを介して運転情報を報知させると
きの報知態様を設定できるようになっている。即ち、例えば、表示手段６ａの初期画面に
「設定」の項目が表示され、この表示された「設定」を選択すると、「音量」、「音質」
、「音声の出力速度」、「音声の種類」、「音声の言語」、「表示の言語」、「表示の大
きさ」、「表示の明るさ」の各項目を表示する「設定項目画面」が現れるようになってい
る。使用者が変更しようとする項目を選択すると、例えば、音量を上げたりまたは下げた
りの設定変更ができるようになっている。また、表示手段６ａの初期画面には、「調理ガ
イド画面」の項目が表示され、この表示された「調理ガイド画面」を選択すると、「詳し
く」、「普通」、「簡単」の各項目を表示する「ガイド項目画面」が現れるようになって
いる。使用者が変更しようとする項目を選択すると、例えば、「炒め調理」等の調理ボタ
ン５３が選択されることで制御コントローラＳｃにより表示手段６ａ及び音声出力手段６
ｂを介して調理に対応する下ごしらえの方法等を音声出力及び表示するときに、より詳細
に報知したり、調理に馴れた使用者に対して簡素化して報知したりの設定変更ができるよ
うにしている。　　
【００１８】
　更に、表示手段６ａの初期画面には、「調理機能設定」の項目が表示され、この表示さ
れた「調理機能設定」を選択すると、パスタやうどんを茹でるときの「麺茹機能」、焼き
魚やトーストを焼くときの「焼き調理機能」、炊飯するときの「炊飯機能」の各項目を表
示する「機能選択画面」が現れるようになっている。使用者が変更しようとする項目を選
択すると、例えば、「麺茹機能」や「炊飯機能」については、「かため」、「ややかため
」、「ふつう」、「やややわらかめ」、「やわからめ」の設定変更ができるようになって
いる。そして、この機能に対応する調理ボタン５３が選択されると、設定変更された機能
に応じて、加熱部２の作動が制御される。
【００１９】
　ガスコンロＧｓを直接操作して調理する場合、例えば、電源スイッチ５１をオンした状
態で、使用者がガスコンロＧｓを用いてしようとする調理に応じて操作パネル４ｂのいず
れかの調理ボタン５３を選択すると、制御コントローラＳｃは、表示手段６ａと音声出力
手段６ｂにより、選択された調理内容の確認案内や、選択された調理（レシピ）に対応す
る下ごしらえの方法を報知させる。次に、例えば下ごしらえをした調理容器を五徳２１に
セットした後、点消火ボタン５２を操作すると、自動的に調理が開始される。調理中、制
御コントローラＳｃが、鍋底センサ２２で測定された調理容器の温度と、選択された調理
内容とに応じて加熱部２の作動を制御する。これに併せて、調理中には上述したような運
転情報が表示手段６ａと音声出力手段６ｂとを介して適宜報知される。そして、調理終了
後、使用者に対して表示手段６ａと音声出力手段６ｂとを介して調理が終了したことが報
知される。なお、ガスコンロＧｓ自体は公知のものが利用できるため、その構造や自動調
理に関する制御等を含め、これ以上の説明を省略する。
【００２０】
　一方、端末機Ｐｔは、ガスコンロＧｓの使用者が所有する、タブレット、スマートフォ
ン等の公知のものであり、通信回線Ｃｌを介してガスコンロＧｓの制御コントローラＳｃ
に接続して相互通信可能となっている。端末機Ｐｔには、例えばインターネット回線を介
して事業者により運営される図外の管理サーバ機器（ウエブサーバ）にアクセスして、使
用者の要求に応じた調理に関する指令を制御コントローラＳｃに送信し、また、制御コン
トローラＳｃから送信されてくるガスコンロＧｓの運転情報を報知するためのアプリケー
ションソフトウエアをダウンロードし、予め保存できるようになっている。そして、端末
機Ｐｔにてアプリケーションソフトウエアを起動すると、端末機Ｐｔのタッチパネルディ
スプレイＰｄには、所定の運転／操作用の情報画面が表示される。なお、端末機Ｐｔをガ
スコンロＧｓの制御コントローラＳｃに通信回線Ｃｌを介して接続するには、一旦、端末
機Ｐｔと制御コントローラＳｃとを通信させ、制御コントローラＳｃに対してその接続許
可を事前登録しておく必要がある。即ち、端末機Ｐｔの情報画面には、「端末機接続設定
」の項目が表示され、通信回線Ｃｌを介して制御コントローラＳｃとの通信可能状態にし
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た後、この表示された「端末機接続設定」を選択すると、端末機Ｐｔの制御コントローラ
Ｓｃへの接続許可が事前登録される。制御コントローラＳｃには、使用者の数に応じた複
数台の端末機Ｐｔが登録できるようになっている。
【００２１】
　通信回線Ｃｌとしては、赤外線通信、近距離通信規格であるＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）やＷｉ－Ｆｉ等が利用できる。端末機Ｐｔにて情報画面で選択できる調理に関する
指令としては、上述のガスコンロＧｓの調理ボタン５３の各々に対応したものである。ま
た、端末機ＰｔのタッチパネルディスプレイＰｄに運転情報を表示するのに併せて、端末
機Ｐｔに内蔵されたスピーカーＰｓから運転情報を音声として出力できるようになってい
る。この場合、端末機ＰｔのタッチパネルディスプレイＰｄとスピーカーＰｓとが第２報
知手段を構成する。端末機Ｐｔでは、ガスコンロＧｓと同様、運転情報を報知させるとき
の報知態様を設定できるようになっている。即ち、運転情報を報知するときの「音量」、
「音質」、「音声の出力速度」、「音声の種類」、「音声の言語」、「表示の言語」、「
表示の大きさ」、「表示の明るさ」等の項目、調理ガイドするときの「詳しく」、「普通
」、「簡単」等の項目、及び、調理機能を設定するときの「かため」、「ややかため」、
「ふつう」、「やややわらかめ」、「やわからめ」等の項目である。
【００２２】
　ところで、ガスコンロＧｓの表示手段６ａ及び音声出力手段６ｂと、端末機Ｐｔのタッ
チパネルディスプレイＰｄ及びスピーカーＰｓとで運転情報を報知するときに夫々の報知
態様が相違することにより、ガスコンロＧｓの表示手段６ａ及び音声出力手段６ｂと、端
末機ＰｔのタッチパネルディスプレイＰｄ及びスピーカーＰｓとで異なる報知態様の運転
情報が夫々報知されたのでは、調理時に使用者が混乱する虞があり、使用者の利便性が損
なわれる。そこで、本実施形態では、制御コントローラＳｃに事前登録がなされ、運転情
報を報知させるときの報知態様が設定された端末機Ｐｔを通信回線Ｃｌを介してガスコン
ロＧｓに接続すると、制御コントローラＳｃは、その端末機Ｐｔで選択された報知態様で
表示手段６ａ及び音声出力手段６ｂとを介して運転情報を報知するように構成した。そし
て、端末機Ｐｔにてアプリケーションソフトウエアが停止され、または、ガスコンロＧｓ
の電源スイッチ５１がオフされることで、所定の報知態様を選択した端末機Ｐｔのガスコ
ンロＧｓの制御コントローラＳｃへの接続が遮断されると、この端末機Ｐｔの接続前に、
制御コントローラＳｃで選択されていた報知態様に自動復帰させ、ガスコンロＧｓの表示
手段６ａ及び音声出力手段６ｂとにより運転情報が報知されるように構成した。以下に、
図３も参照して、加熱調理システムＣＳを用いた自動調理の例を具体的に説明する。
【００２３】
　先ず、ガスコンロＧｓの電源スイッチ５１をオンして、ガスコンロＧｓを作動状態とす
ると共に、端末機Ｐｔを操作してアプリケーションソフトウエアを起動する（ＳＴＥＰ１
）。これにより、端末機Ｐｔが通信回線Ｃｌを介してガスコンロＧｓの制御コントローラ
Ｓｃに接続されて相互通信可能な状態となる（ＳＴＥＰ２）。このとき、制御コントロー
ラＳｃは、その端末機Ｐｔで選択された報知態様でガスコンロＧｓの表示手段６ａと音声
出力手段６ｂとを介して運転情報を報知するように設定変更される（ＳＴＥＰ３）。この
場合、端末機Ｐｔの情報画面上では、ガスコンロＧｓの表示手段６ａ及び音声出力手段６
ｂと、端末機ＰｔのタッチパネルディスプレイＰｄ及びスピーカーＰｓとの中から運転情
報を報知できるものが選択できるようにしている。また、端末機Ｐｔにて各種の「調理機
能」が設定されているような場合には、これに応じて制御コントローラＳｃが加熱部２の
作動を制御するときの調理機能も設定変更される。
【００２４】
　次に、端末機Ｐｔにて、使用者がガスコンロＧｓを用いてしようとする調理に応じて情
報画面上の所定の調理を選択すると、この選択された調理が制御コントローラＳｃに送信
される。以降、上述したガスコンロＧｓを直接操作して調理する場合と同様の順序で調理
が行われる（ＳＴＥＰ４）。調理終了後に、端末機ＰｔのガスコンロＧｓの制御コントロ
ーラＳｃへの接続が遮断されると（ＳＴＥＰ５）、制御コントローラＳｃは、端末機Ｐｔ
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の接続前に、制御コントローラＳｃで選択されていた報知態様に自動復帰させる（ＳＴＥ
Ｐ６）。そして、制御コントローラＳｃへの同一または他の端末機Ｐｔの接続があるか否
かを判定し（ＳＴＥＰ７）、接続がない場合には、ガスコンロＧｓの電源を自動的にオフ
する。
【００２５】
　ところで、上記ガスコンロＧｓでは、省電力化を図るために、タイマーを設けて、調理
終了後所定時間経過するまでの間にガスコンロＧｓの操作が行われないとき、電源を自動
的にオフする機能を持たせたものがある。この場合、端末機Ｐｔが通信回線Ｃｌを介して
ガスコンロＧｓの制御コントローラＳｃに接続されて相互通信可能な状態となっていると
きに、ガスコンロＧｓの電源が自動でオフされたのでは、利便性が悪い。そこで、制御コ
ントローラＳｃは、端末機Ｐｔが通信回線Ｃｌを介して接続されている間、ガスコンロＧ
ｓの電源をオフしないように構成しておくことが好ましい。また、上記の如く、端末機Ｐ
ｔとガスコンロＧｓの制御コントローラＳｃとを相互通信可能に接続し、情報画面上の所
定の調理が選択されて自動調理が行われている間に、何らかの原因で端末機Ｐｔと制御コ
ントローラＳｃとの接続が遮断された場合、制御コントローラＳｃは、使用者の意思で自
動調理を停止しない限り、端末機Ｐｔにて設定された調理機能に応じて加熱部２の作動制
御を続行することが好ましい。このとき、端末機Ｐｔと制御コントローラＳｃとの接続が
遮断されたことをガスコンロＧｓの表示手段６ａ及び音声出力手段６ｂと、端末機Ｐｔの
タッチパネルディスプレイＰｄ及びスピーカーＰｓとで運転情報として報知するようにし
てもよい。
【００２６】
　以上の実施形態によれば、設定された報知態様がガスコンロＧｓと端末機Ｐｔとで相違
する場合でも、ガスコンロＧｓと端末機Ｐｔとが接続された後は、端末機Ｐｔで設定した
報知態様を基準に、ガスコンロＧｓの報知態様が設定変更され、ガスコンロＧｓの表示手
段６ａ及び音声出力手段６ｂと、端末機ＰｔのタッチパネルディスプレイＰｄ及びスピー
カーＰｓとで同一の報知態様の運転情報が夫々報知される。このため、使用者が混乱する
といった問題は生じない。しかも、同一の報知態様で運転情報を報知させるために、例え
ば、使用者がガスコンロＧｓの報知態様を変更するといった操作は不要である。結果とし
て、使用者に対して煩わしさや不便さを与えることがなく、使用者の利便性を向上させる
ことができる。そして、端末機ＰｔのガスコンロＧｓへの接続が遮断されると、この端末
機Ｐｔの接続前に、ガスコンロＧｓで選択されていた報知態様に自動復帰させるため、次
の使用者が加熱調理器の報知態様を元に戻す設定変更を不要にでき、煩わしさや不便さを
与えることはない。しかも、ガスコンロＧｓの表示手段６ａ及び音声出力手段６ｂと、端
末機ＰｔのタッチパネルディスプレイＰｄ及びスピーカーＰｓとのいずれで運転情報を報
知するかを端末機Ｐｔで選択できるため、ガスコンロＧｓから離れた場所で運転情報を報
知させたり、または、ガスコンロＧｓに近い場所で運転情報を報知させるときに、ガスコ
ンロＧｓの第１報知手段６ａ，６ｂと端末機Ｐｔの第２報知手段Ｐｄ，Ｐｓとから運転情
報が報知されることの煩わしさを回避でき、有利である。また、使用者の数に応じた複数
台の端末機Ｐｔを制御コントローラＳｃに登録できるようになっているため、端末機Ｐｔ
を所有する使用者各々の好みに一時的（使用中）に設定変更が可能であり、使用者毎の利
便性を向上させることができる。
【００２７】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上記のものに限定されるもので
はなく、本発明の範囲を逸脱しない範囲で適宜変更が可能である。例えば、上記実施形態
では、加熱調理器をガスコンロＧｓとしたものを例に説明したが、加熱調理器が電磁調理
器、ガス炊飯器または電子レンジ等のガスコンロＧｓ以外のものである場合にも本発明は
適用可能である。また、ガスコンロＧｓに表示手段６ａとしてのタッチパネルディスプレ
イと、音声出力手段６ｂとしてのスピーカーとを設けたものを例示したが、これに限定さ
れるものではなく、第１報知手段としては、いずれか一方であってもよい。また、表示手
段６ａとしては他の形式のディスプレイでもよく、このような場合には、ディスプレイを



(8) JP 2018-128200 A 2018.8.16

介して制御コントローラＳｃに指令を送るためのタッチパネル等の操作部を天板に設ける
ことができ、他方で、制御コントローラＳｃに指令を送るための操作ボタンを操作パネル
に設けることもできる。
【符号の説明】
【００２８】
　ＣＳ…加熱調理システム、Ｇｓ…ガスコンロ（加熱調理器）、Ｐｔ…端末機、２…加熱
部、２ａ，２ｂ，２ｃ…コンロバーナ（実施形態の加熱部）、６ａ…表示手段（第１報知
手段）、６ｂ…音声出力手段（第１報知手段）、Ｐｄ…端末機のタッチパネルディスプレ
イ（第２報知手段）、Ｐｓ…端末機のスピーカー（第２報知手段）、Ｃｌ…通信回線。

【図１】 【図２】
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